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 2030年の
エネルギーライフ

わたしたちが
変える！





こ
の
句
は
、「
千
里
の
目な
が
めを
窮
め
ん
と
欲

し
」
の
後
に
続
く
。
王
之
渙
の
作
で
あ
る
。

高
い
塔
を
更
に
一
階
上
が
っ
た
と
て
眺
め
が

変
わ
る
は
ず
も
な
い
。
し
か
し
理
想
に
向
か

っ
て
、
努
力
す
る
だ
け
は
し
た
い
と
の
思
い

が
に
じ
む
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
実
現
す
べ
き
野
心
的
な

数
値
が
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
官
民
が
こ

の
目
標
を
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
受
け
止
め
、

努
力
す
れ
ば
、
日
本
経
済
を
前
進
さ
せ
る
大

き
な
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
。
し
か
し
、
自
然
体

で
取
り
組
ん
で
い
て
は
実
現
で
き
る
は
ず
も

な
い
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も
目
標
に
近
づ
き

た
い
と
の
こ
の
句
の
精
神
を
持
っ
て
こ
そ
、

展
望
が
開
け
る
の
で
あ
る
。

更
に
上
る 

一層
の
楼

外
交
評
論
家
・
岡
本
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表

岡
本
行
夫
さ
ん

1945年生まれ。91年外務省退官、
岡本アソシエイツを設立し代表に。
橋本内閣で96年-98年総理大臣
補佐官（沖縄担当）。小泉内閣で
01年9月より内閣官房参与、03
年4月より04年3月まで総理大
臣補佐官（イラク問題担当）。国
際問題の専門家として、政府関係
機関や企業への助言活動の傍ら、
講演や新聞、雑誌への執筆など幅
広く活動。著書に『砂漠の戦争』
など。
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2030年のエネルギーライフ
風力発電所

太陽光発電所

石油タンカー

原子力発電所

エコカー

ガスタンク

障
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
、
経
済
効

率
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
成
長
、
産

業
構
造
改
革
。
資
源
が
少
な
い
一
方
で
、

低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
貢
献
す
る

高
い
技
術
力
を
持
つ
日
本
が
、
ど
の
よ

う
な
立
場
を
目
指
す
の
か
を
明
確
に
示

し
た
、
ま
さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の

〝
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〞
と
い
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
今
回
の
改
定
で
は
、
2

 

0

 

3

 

0
年
に
向
け
て
、
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
や
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源

の
割
合
な
ど
、
数
値
目
標
も
設
定
し
、

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
も
、

し
っ
か
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
そ
の
中
か
ら
C
O
2

半
減
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
「
暮
ら

し
」（
家
庭
部
門
）
と
関
係
の
深
い
テ
ー

マ
を
中
心
に
、
未
来
像
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
あ
、
20
年
後
の
あ
な
た
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
関
係
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
？　

普
段
な
か
な
か
意
識
し
て
考
え
る
こ
と

の
な
い
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞。
で
も
実
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

実
際
す
で
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

巻
く
状
況
、
支
え
る
技
術
、
関
わ
る
産

業
は
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
り
、
暮
ら

し
や
企
業
活
動
に
も
確
実
に
影
響
を
与

え
始
め
て
い
ま
す
。

で
は
い
っ
た
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
変

わ
る
と
、
未
来
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
詳
し
く

ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
た
び
2
回
目
の

改
定
を
行
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
で
す
。

そ
の
視
点
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

手
に
と
る
こ
と
も
、
目
で

見
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
け
に
、

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

CLICK!

わたしたちが
変える！
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「スマートコミュニティ」最前線
低炭素社会づくりへ向けた「スマートコミュニティ」の実証プロジェクトが、ついに動き始めました。

全国4都市で進められるこのプロジェクト。ここでは北九州市の取り組みを中心に紹介します。

「
低
炭
素
化
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
図
る
。
こ
れ
は
未
来
へ
向
け
た
新
た

な
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
で
す
」
と
語
る
の

は
、
北
九
州
市
環
境
局
モ
デ
ル
都
市
推

進
室
の
越
智
豊
さ
ん
。「
北
九
州
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
事
業
」
で
は
、

広
大
な
工
場
跡
地
を
も
つ
「
八
幡
東
田

地
区
」
を
中
心
に
、
今
後
5
年
間
で
合

計
38
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う

の
は
、「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代

送
配
電
網
）」
な
ど
の
最
新
技
術
を
活

用
し
た
、
次
世
代
型
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
こ
と
。
電
気
の
有
効
活
用
の
ほ

か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
大
き
な
狙
い
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
向
上
と
C
O
2
の
大
幅
削
減
。

北
九
州
市
で
も
、
複
数
の
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
で
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

10
％
を
賄
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
標
準

的
な
街
区
に
比
べ
、
C
O
2
を
50
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
電
気
の
供
給
を
維
持
す
る
次

世
代
イ
ン
フ
ラ
。
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
と
電
力
会
社
と
連
携
し
た
地
域
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
地
域
節
電

所
）
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
し
、
電

力
の
流
れ
を
最
適
化
す
る
仕
組
み
で
す
。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
取
り
込
ん
だ
り
、

電
気
自
動
車
を
「
動
く
バ
ッ
テ
リ
ー
」

と
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

「
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
新
し

い
技
術
革
新
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、

「
北
九
州
市
の
実
証
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

は
、『
地
域
節
電
所
』
で
す
。
こ
こ
を
拠

点
に
、
太
陽
光
発
電
や
小
型
風
力
発
電
、

ま
た
隣
接
工
場
か
ら
副
次
的
に
発
生
す

る
水
素
や
工
場
排
熱
な
ど
を
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
皆
で
共
有
・
活
用
し

ま
す
」（
越
智
さ
ん
）。

し
か
も
、
そ
の
設
置
・
運
用
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
や
事
業
者
が
「
考
え
」

「
参
加
す
る
」
仕
組
み
を
構
築
。
つ
ま

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
側
と
需
要
側
、

ま
た
産
業
と
都
市
が
一
体
と
な
り
、
強

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
で
す
。

こ
う
し
た
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
構
想
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
の
重
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
横
浜
市
、
豊
田
市
、
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
、
北
九
州
市
の
4
都
市

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
基
軸
と

な
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
I
T
を

使
っ
て
電
力
の
需
給
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

海
外
へ
の
展
開
も
図
り
た
い
」
と
越
智

さ
ん
は
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
雇

用
拡
大
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

│
│
。
低
炭
素
社
会
と
は
、
C
O
2
削

減
だ
け
で
な
く
、
経
済
発
展
や
生
活
の

質
の
向
上
を
も
含
む
、
新
た
な
成
長
へ

の
ス
テ
ッ
プ
。
そ
の
歩
み
は
、
も
う
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

雇
用
拡
大
や
産
業
振
興
も

● 

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

 

社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域

CLICK!

「横浜スマートシティプロジェクト」の
ポイントは、「みなとみらい21など3地
区のスマート化」「大規模な再生可能エ
ネルギーの導入」「次世代自動車（主に電
気自動車）の普及」などです。さらにそ
れぞれを情報通信＆エネルギー網で連携。
都市型インフラパッケージとして海外展
開も狙います。

エネルギー効率の高い
ビルや住宅を集中導入
神奈川県横浜市

Case 1

CO2排出量が増加傾向にある、家庭セ
クター(家庭＋交通)に着目。10年後の
家庭を想定した環境下で、コミュニティ
単位で省エネとCO2削減の実証を行い
ます。基盤となるのは発電・蓄電機能を
もつモデルハウスとプラグインハイブリ
ッド自動車。低コストで、生活者に受け
入れやすいシステム開発を目指します。

10年後をイメージした
家庭・コミュニティ型
愛知県豊田市

Case 2

目指すのは「エネルギーの地産地消モデ
ル」。「新計量システム（スマートメータ
ー）」を積極的に活用し、電力消費とコス
トを「見える化」。省エネ行動をサポー
トします。また「ゼロ・エネルギー・ビ
ル」を整備し、電気自動車も導入。電気、
熱、未利用エネルギーの複合的なマネジ
メントを確立します。

複合的マネジメントで
地産地消モデルを実現
けいはんな学研都市

Case 3

こんな街に住みたい！
地域の特性を活かし
スマート（賢く）省エネ

する水素ステーション
5製鉄所で発生する水素を供給

1太陽光発電装置を設置したスマート
スクール　2レンタサイクルステーシ
ョン　3屋上で太陽光発電を行うスマ
ートハウス　4天然ガスを燃料に電気
と蒸気（熱）をつくる東田コジェネ　

5

4 1

2

3

低炭素化と
快適性を両立する

北九州市の街づくり
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みなさんは、20年後の我が家がどうなっているか、想像したことがありますか？
「エネルギー基本計画」では、まさにエネルギーの視点から、その具体的イメージを示しています。
意外？ 納得？ 計画が2030年までの目標としている装置や機器の普及率などをご覧ください。

これが2030年の
あなたの家だ！飛躍的に高まる住まいやクルマのエネルギー利用

効率。ただ、話はそこで終わりません。前のペー
ジでも紹介したとおり、「スマートコミュニティ」
において、住まいやクルマはエネルギーをつくっ
たり、受け渡したりする拠点にもなります。一軒
一軒、一台一台が独立して存在するのではなく、
つながり合い、ネットワークをつくることで、こ
れまで活用し切れなかったエネルギーを無駄なく
使うことができるようになるのです。

2030年、家もクルマも
エネルギーシステムの一部に

100%

100%

100%
すべての「明かり」が
生まれ変わる
高い省エネ性能を持つLED照明、有機EL照
明といった高効率次世代照明について、2020
年までにフローで100％、2030年までにス
トックで100％の普及を目指す。

90
80

%

~

少ないエネルギーで
たっぷりのお湯を沸かす
現在、市場が拡大しているヒートポンプ給湯
器や家庭用燃料電池。お湯を沸かすエネルギ
ーを大幅に削減する、こうした高効率給湯器
の普及率を全世帯の8～9割に。

70%

0+-

新車販売10台のうち
7台が次世代自動車に
新車販売における次世代自動車（ハイブリッ
ド自動車、電気自動車、燃料電池自動車な
ど）の割合について、2020年までに最大50
％、2030年までに最大70％が目標。

家のエネルギー消費を
実質「ゼロ」に
太陽光などで「つくるエネルギー」と生活で
「使うエネルギー」を差し引きすると±0に
なるのがＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギ
ー・ハウス）。すべての新築住宅で「つくる
エネルギー」と「使うエネルギー」をそれぞ
れ合計、差し引きして±0にするのが目標。

さまざまな
家電が
省エネ型に
「最も省エネ性能が優れている
機器」を基準にするトップラン
ナー方式などのいっそうの推進
で、冷蔵庫、テレビ、エアコン
など、すべてが省エネ家電に。

賢いエネルギー利用を
全世帯でサポート
無駄のない賢いエネルギー利用に大きな役割
を果たし、消費エネルギーの「見える化」に
も役立つスマートメーターを全世帯に設置。

Column

もう、変化は
始まってる！
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1
9
7
4
年
立
教
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
大
手

出
版
社
で
11
年
間
雑
誌
編
集
に
携
わ
っ
た
後
、

フ
リ
ー
に
。
近
年
は
環
境
問
題
が
中
心
テ
ー
マ
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
、
中
央
環
境
審

議
会
、
国
土
審
議
会
な
ど
で
委
員
を
務
め
る
。

今
、
地
域
で
環
境
活
動
を
進
め
な
が

ら
、
そ
れ
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
動
き
が
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
私
も
地
域
N
P
O
活
動
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
各
地
の
活
動
の
中
に
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
も
っ
て

い
る
人
が
、
多
い
で
す
ね
。

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は

太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
水
力
、

地
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

役
割
が
、
将
来
の
数
値
目
標
と
と
も
に
、

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。〝
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞
と
い
う
視
点
も
あ
り
、

大
い
に
励
み
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
も
脱
温
暖
化
に
向
け
て
、
や
は
り

地
域
の
未
利
用
資
源
の
徹
底
活
用
が
重

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
消
費
者
と
は
関

係
な
い
」
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
で
も

消
費
者
は
電
気
、
灯
油
等
を
購
入
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
伴
う
C
O

2
を
排

出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
C
O

2
排
出

に
よ
る
温
暖
化
は
個
人
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
か
も
、
対
策

の
内
容
し
だ
い
で
は
家
計
に
大
き
な
負

担
が
か
か
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
と

て
も
身
近
な
〝
消
費
者
問
題
〞
で
す
。

今
回
の
計
画
で
は
、
数
値
目
標
や
詳

細
な
行
動
プ
ラ
ン
な
ど
、
消
費
者
に
対

す
る
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
評
価

で
き
ま
す
。「
2
0
3
0
年
に
家
庭
部

門
の
C
O

2
半
減
」
と
の
目
標
は
達
成

可
能
な
数
字
。
20
年
間
あ
れ
ば
、
助
走

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

行
政
・
事
業
者
・
生
活
者
の
三
者
が

連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
社
会
シ
ス
テ

ム
を
創
造
し
て
い
く
。
し
か
も
、
そ
れ

は
決
し
て
何
か
を
ガ
マ
ン
す
る
、
と
い

う
や
り
方
で
は
な
く
、
革
新
的
技
術
を

新
た
な
仕
組
み
で
活
用
し
な
が
ら
、
心

豊
か
に
暮
ら
し
を
変
え
て
い
く
。
そ
ん

な
未
来
図
が
描
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

数
値
目
標
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
い
っ
た
い
ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
の
か
│
│
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
の
制
度
設
計
を

含
め
、
三
者
の
知
恵
が
試
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

期
間
が
と
れ
ま
す
。
た
だ
し
ポ
イ
ン
ト

は
、
消
費
者
の
納
得
と
協
力
を
ど
こ
ま

で
得
ら
れ
る
か
。
行
政
に
は
で
き
る
限

り
情
報
を
公
開
し
て
欲
し
い
、
な
ぜ
計

画
が
必
要
な
の
か
、
何
を
ど
う
進
め
る

の
か
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
コ
ス
ト

負
担
も
。
行
政
支
援
や
P
R
し
だ
い
で
、

太
陽
光
発
電
な
ど
を
設
置
す
る
人
は
ま

だ
ま
だ
増
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
実
際
に
計
画
が
動
き
出
し
た
ら
、

経
過
を
評
価
し
、
公
表
す
る
こ
と
。
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
か
か
る
個
人

情
報
保
護
等
の
問
題
は
、
消
費
者
と
接

点
を
も
つ
専
門
家
を
活
用
す
る
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
国
民
に
伝
え
る
努
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

「住まい」と「暮らし」の進化論！

私はこう考える！ 2030年へ。
「エネルギー基本計画」

長くて短い20年。各ライフステージで考える
「共創」の精神で
描き出そう
心豊かな暮らし方

崎田裕子さん
ジャーナリスト・環境カウンセラー

いつ・何を・どう
進めていくのか。
情報発信が大切

三村光代さん

日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会最高顧問

1
9
6
1
年
信
州
大
学
繊
維
学
部
卒
業
。
89
年

に
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
副
会
長
、
2
0
0
8
年
6
月
か
ら

現
職
。
経
済
産
業
省
の
各
種
委
員
会
で
、
消
費

者
の
立
場
か
ら
多
様
な
提
言
を
行
う
。

「少し広い家に引っ越しです！」
間取りや立地をはじめ、住まい選びの際の条件はたくさん
ありますが、「給湯設備」を挙げる人は少ないかもしれませ
ん。でも実は、給湯は家庭のエネルギー消費の約3割を占
める大事なポイント。最近では、空気の熱を活用するヒー
トポンプ給湯器や水素を燃料に電気とお湯をつくる家庭用
燃料電池などの高効率給湯器が注目されています。

「ついに、家を建てることに！」
暮らしのなかで排出されるCO2を削減しようと考えた場
合、家を建てるときは絶好のタイミング。これから目指す
べきは、太陽光発電設備の取り付けや建物の断熱など徹底
した「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」（年間の1次エ
ネルギー消費が正味でゼロの家）です。環境にやさしく、
快適な家が今後のトレンドです。

「おかげさまで、私たち結婚します！」
新居のための家電選びは、2人にとって楽しいイベント。
そんなときに是非選びたいのが省エネ家電です。10年前に
比べてエネルギー消費効率が大幅に改善しているエアコン、
冷蔵庫、薄型テレビ。最近話題のLED照明や有機EL照明
といった高効率照明。これらは、環境に優しい暮らしの必
須アイテムです。

「赤ちゃんができました！」
出産を機に自動車の購入や買い替えを考える人も多いはず。
ご存じのとおり、現在ハイブリッド自動車など次世代自動
車がそのシェアを高めています。そのほか電気自動車、プ
ラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車なども着々
と進化中。これから成長する子供たちのためにも、環境に
やさしいクルマ選びをしてみては？

2030年までの20年間で、住宅や生活は本当にそう大きく変化するの？
そんな疑問も各ライフステージに照らして考えれば、きっと見えてくるものがあるはずです。
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Point 4

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
3
年
ぶ

り
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
ま
ず
、「
経
済
成
長
」
と

「
地
球
温
暖
化
」
と
い
う
視
点
を
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
明
確
に
し
た
こ
と
。
次
に

省
エ
ネ
な
ど
の
「
新
技
術
」
に
着
目
し
、

そ
の
「
国
際
展
開
」
も
盛
り
込
み
ま
し

た
。
省
エ
ネ
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ

る
―
―
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
画
期
的

な
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
数
値
目
標
や
具
体

的
な
行
動
プ
ラ
ン
も
示
し
ま
し
た
。
目

標
に
向
か
っ
て
、
何
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。
と
く
に
新
た
な
目
標
と
し
て
、

2
0
3
0
年
に
向
け
「
暮
ら
し
（
家
庭

部
門
）
の
C
O

2
を
半
減
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
国
民
生
活
に
直
結
す
る
テ

ー
マ
だ
け
に
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
、
工
夫
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
温
暖
化
問
題
だ
け
が
注

目
さ
れ
が
ち
な
今
日
に
お
い
て
、
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
で
す
。
例
え

ば
今
、
日
本
中
が
一
分
で
も
停
電
し
た

ら
大
混
乱
、
ま
さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国

民
生
活
の
基
盤
で
す
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
多
く
を
海
外
に
頼
る
日
本
に
お
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
3
つ
の

「
E
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。「
安
定
供

給
の
確
保
（energy security

）」

「
環
境
へ
の
適
合
（environm

ent

）」

「
経
済
効
率
性
（eco

no
m

ic ef�ci 

ency

）」。
今
回
、
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
検
討
し
、
政
府
の
計
画
と
し
て

決
定
し
た
こ
と
が
、
重
要
な
点
で
す
。

―
―
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
。

〝
ビ
ジ
ョ
ン
だ
け
出
し
て
終
わ
り
〞、

と
い
う
の
で
は
世
の
中
、
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
基
本
計
画
で
方
向
性
を
示
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
施
策
を
打
ち
、
法
律
や

制
度
な
ど
も
つ
く
り
な
が
ら
、
社
会
全

体
を
変
え
て
い
く
―
―
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
行
政
だ
け
で
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

「
暮
ら
し
の
C
O

2半
減
」
で
は
、
次
世

代
自
動
車
、
高
効
率
の
給
湯
器
や
照
明
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
等
々
の
普
及
も
前

提
。
国
民
生
活
や
産
業
界
に
大
き
な
負

担
を
か
け
な
い
政
策
努
力
を
す
る
一
方

で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

日
本
の
歴
史
上
、
経
済
成
長
し
な
が

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
大
幅
に
削
減
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
の
時
で
す
ら
ほ
と
ん
ど
減
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
大
き
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
す
。
こ
の
計
画
で
掲
げ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
構
造
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
基

本
計
画
が
、
ひ
と
り
一
人
が
考
え
、
行

動
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

私たちの生活だけでなく、国の競争力の維持・向上にも直結　する「エネルギー基本計画」。そのポイントと込められた思いを担当者に聞きました。

「エネルギー基本計画」は、未 来の日本の設計図です

当
室
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
低
炭
素
社

会
の
構
築
に
向
け
た
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
構
造
の
変
革
を
実
現
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
見
通
し
の
策
定
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構

造
高
度
化
法
の
運
用
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Point 1

Point 3

Point 2

担当者の声

資源エネルギー庁 長官官房総合政策課
需給政策室 需給政策係長

國峯孝祐

いかにエネルギー安全保障を強化していく
か──。これがエネルギー基本計画の重大な
テーマの一つです。そこで計画では、2030
年に向け日本のエネルギー自給率（現状18
％）、化石燃料の自主開発比率（現状約26
％）をそれぞれ倍増させ、自主エネルギー比

率を70％にすると掲げました（現状約38
％）。もちろん一方で、資源国との関係強化
にも力を入れ、化石燃料やレアメタルの安定
的な輸入も確保。さらに万一の時のために、
石油・ＬＰガスの備蓄体制もしっかり整備す
るなど、多面的な取り組みを進めていきます。

エネルギー自給率などの倍増を目指します！

日本の温室効果ガスの約9割は、私たちが
エネルギーを利用することによって発生して
います。そこで重要となってくるのが、発電
時にCO2を排出しないゼロ･エミッション
電源（原子力や再生可能エネルギー）の拡充。
2030年までに電源構成に占めるこの比率を

約70％にまで引き上げていきます（現状34
％）。また、燃料電池を有効に活用する「水素
エネルギー社会」の実現も推進。そのほか、
スマートコミュニティの整備、住宅やビルの
省エネ化など、社会全体を低炭素の方向へシ
フトしていきます。

低炭素な電源、社会システムへシフトします！

今、世界のエネルギー市場は、資源確保や
新興国のエネルギー ･インフラ建設などをめ
ぐり各国がしのぎを削る大競争時代に入りつ
つあります。また国内市場でも、省エネ関連
の新技術や新サービスが普及し、産業の裾野
が広がり始めています。そうしたなか、日本

のエネルギー産業に求められているのが構造
や仕組みの改革。例えば、ガス、電気、オイ
ルといった枠組みにとらわれない「総合エネ
ルギー企業」なども考えられるでしょう。経
済産業省では、予算、税、金融などの政策資
源を総動員し、改革の後押しをしていきます。

エネルギー産業の仕組みを変えていきます！

日本のエネルギーを考えるときのもう一つ
の重要な視点。それは、エネルギー産業が経
済成長のけん引役に十分なり得るという視点
です。低炭素エネルギーの分野で、日本は大
きなビジネスチャンスを掴めるだけの技術的

な強みを持っています。今後も、海外各国の
市場ニーズの見極め、企業連合の形成、首
脳・閣僚級のトップセールスなどを官民一体
で戦略的に進め、日本の技術を積極的に世界
へ発信していきます。

ニッポンの技術を世界に発信します！

CLICK! ● 新たなエネルギー基本計画の策定について　　● 2030年のエネルギー需給の姿

3Eのバランスをとり、
「計画」を“現実”に！
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チ
ャ
ン
ス
は
世
界
に
！

B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス

途
上
国
の
購
買
力
が
比
較
的
低
い
階

層
。
い
わ
ゆ
る
「
B
O
P
（Base o

f 

the Eco
no

m
ic Pyram

id

）
層
」
と

呼
ば
れ
る
人
々
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
が
、
企
業
の
関
心
を
引
き
寄
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
層
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、
世
界
人
口
の
約
72
％
に
相
当

す
る
お
よ
そ
40
億
人
。
市
場
規
模
は
、

日
本
の
実
質
国
内
総
生
産
に
匹
敵
す
る

5
兆
ド
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
こ
う
し
た
国
々
の
多
く
は
、

貧
困
や
劣
悪
な
衛
生
環
境
な
ど
、
深
刻

な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
解
決
に
導
く
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
市
場
を
切
り
開
い
て
い
く
│
│
こ
れ

こ
そ
が
、
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

現
地
の
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ

ス
は
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
貧
困
を
改

善
す
る
な
ど
、
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ

る
き
っ
か
け
と
な
り
得
ま
す
。
そ
し
て

将
来
的
に
は
、
B
O
P
層
を
中
間
所
得

層
へ
と
成
長
さ
せ
、
巨
大
な
新
興
市
場

の
誕
生
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

日
本
企
業
に
と
っ
て
は
海
外
市
場
の

さ
ら
な
る
拡
大
・
将
来
市
場
へ
の
布
石

で
あ
り
、
ま
た
途
上
国
か
ら
見
れ
ば
、

経
済
発
展
を
果
た
す
た
め
の
足
が
か
り

と
な
る
。
そ
し
て
N
P
O
／
N
G
O
な

ど
の
援
助
団
体
・
機
関
の
活
動
は
、
企

業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
支
援
が
よ
り

効
果
的
に
。
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
へ
と
続

く
扉
が
、
今
、
少
し
ず
つ
開
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

今
、
日
本
か
ら
世
界
各
地
に
蒔
か
れ
て
い
る
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
種
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
途
上
国
の

購
買
力
が
比
較
的
低
い
階
層
を
対
象
と
し
た
「
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
」。

す
で
に
一
部
の
事
業
は
し
っ
か
り
と
現
地
に
根
を
張
り
、
開
花
。

さ
ら
な
る
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
枝
葉
を
広
げ
て
い
ま
す
。

貧困の削減などによってBOP層の経済成長が進むと、その多くが中
間所得層へ組み込まれると考えられます。そのためBOP層は、「ポス
ト新興市場」「ネクスト・ボリュームゾーン」とも呼ばれています。

（日本の実質国内生産に相当）

（世界人口の約72％）

充電ステーションの普及に努めるNPO
法人ガイア・イニシアティブ。インフラ
整備で経済活動の活発化を目指します。

経済発展へつながる
ライフライン
▶インド

太陽光で充電できるソーラーランタンを
開発した三洋電機。本格的な販売の取り
組みが始まります。

無電化地域の
未来を照らす“あかり”
▶アフリカ諸国

KDDIは現地 ISP事業者bracNetととも
にブロードバンドサービスを展開。農村
部の情報化により生活向上を目指します。

1億6千万人に
通信サービスを
▶バングラデシュ

味の素による伝統食をベースにした栄養
強化食品が、離乳後の子どもの栄養を改
善。3年後には事業の本格化を予定。

おいしく食べて
子どもの健康アップ
▶ガーナ

日本を飛び出し
世界の可能性を
開拓中！

20,000ドル
年間所得

3,000ドル
年間所得

1.75億人

14億人

5兆ドル

40億人約

住友化学は、防虫剤を練り込んだ蚊帳
「オリセットネット」を開発・販売。マ
ラリア予防に貢献しています。

蚊帳で病のもとを
シャットアウト！
▶タンザニア他

※2002年購買力平価　出所：「THE NEXT 4 BILLION（2007 World Resource Institu 
te, International Finance Corporation）」、「ソーシャルイノベーションの経営戦略
（野村総合研究所）」より経済産業省作成

（※）

（※）

● 『
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

● 

経
済
産
業
省
の
取
組
み
の
概
要

CLICK!
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す
ね
」（
山
際
さ
ん
）

収
益
性
に
つ
い
て
は
「
時
間
を
か
け

て
、
現
地
に
則
し
た
仕
組
み
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
」
と
短
期
的
な
成
果
の
難

し
さ
を
強
調
し
、「
地
域
の
事
情
や
ニ

ー
ズ
を
現
場
で
直
接
確
か
め
る
こ
と
が

重
要
」「
現
地
政
府
・
企
業
・
N
G
O

な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
は
不
可
欠
」
と
話
す

お
二
人
。
そ
の
一
方
で
、
こ
ん
な
思
い

も
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
学
生
時
代
に
小
説
『
炎
熱
商
人
』
を

読
み
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
か

ら
思
い
描
い
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
や
り
が
い

を
覚
え
ま
す
」（
飯
田
さ
ん
）

「
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い

う
意
味
で
は
、
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
方
々
の
支
え
と
な
れ
る
B

 
O

 

P
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
ま
た
格
別
の
感
慨

が
あ
り
ま
す
ね
」（
山
際
さ
ん
）

日
立
ハ
イ
テ
ク
の
飯
田
秀
樹
さ
ん
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
山
際
智
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
う
言
い
ま
す
。

「
長
い
ス
パ
ン
で
と
ら
え
、
購
買
力
が

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
他
社
に
先
が
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。
ま
た
成
長
を
待
つ
だ

け
で
は
な
く
、
現
地
の
M
O
P
、
T

 
O

 

P
に
向
け
た
事
業
の
出
発
点
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
飯
田
さ
ん
）

「
浄
水
事
業
で
貢
献
し
な
が
ら
、
例
え

ば
当
社
製
バ
イ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ

ー
ジ
向
上
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
B

 
O

 

P
層
に
も
ヤ
マ
ハ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

浸
透
さ
せ
、
彼
ら
の
将
来
性
を
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ
な
げ
た
い
で

日
立
ハ
イ
テ
ク
と
ヤ
マ
ハ
発
動
機
が

協
働
し
、
新
た
な
発
電
・
浄
水
ビ
ジ
ネ

ス
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

約
1
億
人
が
電
気
の
な
い
暮
ら
し
を

送
り
、
上
水
道
普
及
率
は
全
人
口
の
20

％
ほ
ど
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
そ
の

地
方
部
で
、
日
立
ハ
イ
テ
ク
と
ヤ
マ
ハ

発
動
機
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
証
実
験

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
日
立
ハ
イ
テ
ク
）
を
使
っ
て

浄
水
供
給
装
置
（
ヤ
マ
ハ
）
を
動
か
す

仕
組
み
を
地
方
の
無
電
化
村
落
に
設
置

し
、
1
日
8
0
0
0
ℓ
の
水
を
浄
化
。

B
O
P
村
落
の
ニ
ー
ズ
を
検
証
し
ま
す
。

「
欧
米
な
ど
の
企
業
は
、
も
う
先
を
行

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
今
な
ら
『
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
う
だ
け

で
途
上
国
に
信
頼
さ
れ
ま
す
が
、
あ
と

5
年
も
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
日
本
の

技
術
や
品
質
は
新
興
国
に
追
い
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
か
ら
ね
。
大

企
業
の
中
に
も
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

志
を
も
つ
人
は
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず

は
2
〜
3
名
だ
け
の
子
会
社
を
つ
く
っ

て
で
も
参
入
を
急
ぐ
べ
き
で
す
」

小
田
さ
ん
が
挑
む
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

は
1
億
7
0
0
0
万
人
市
場
。
現
地
事

業
の
本
格
化
か
ら
10
年
後
、
2
0
1
9

年
に
は
年
商
80
億
円
達
成
と
い
う
大
き

な
目
標
へ
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

う
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

や
が
て
小
田
さ
ん
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
飲
料
水
の
質
が
被
災
時
に
限
ら

ず
、
常
時
ひ
ど
く
劣
悪
だ
と
知
り
ま
す
。

そ
れ
が
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
下
痢
性

の
病
気
が
蔓
延
し
、
乳
幼
児
死
亡
率
も

非
常
に
高
い
。
水
を
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
人
々
に
、
自
分
た
ち
の
技
術
を
。

そ
ん
な
思
い
を
き
っ
か
け
に
、
購
買
力

が
低
い
階
層
に
も
買
え
る
価
格
と
事
業

の
持
続
性
の
両
立
を
目
指
し
て
行
動
を

開
始
。
現
地
社
員
に
運
営
を
委
ね
て
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
、
体
制
は
現
地

人
マ
ネ
ジ
ャ
ー
3
名
と
『
ポ
リ
グ
ル
レ

デ
ィ
』（
各
戸
で
販
売
と
説
明
に
あ
た

る
女
性
）
が
30
名
。
今
秋
に
は
1
0
0

名
に
増
や
し
、
現
地
の
浄
水
器
メ
ー
カ

ー
と
の
提
携
も
検
討
中
で
す
」

日
本
ポ
リ
グ
ル
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
行

動
は
「
最
初
か
ら
大
き
な
ロ
ッ
ト
や
売

上
を
求
め
な
い
中
小
企
業
な
ら
で
は
」

と
小
田
さ
ん
。
日
本
企
業
の
B
O
P
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、「
早
く
し
な
い
と

出
遅
れ
る
」
と
厳
し
い
指
摘
も
。

日
本
ポ
リ
グ
ル
は
、
納
豆
の
ネ
バ
ネ

バ
成
分
を
使
っ
た
水
質
浄
化
剤
を
、
開

発
途
上
国
を
含
め
世
界
30
カ
国
以
上
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

2
0
0
7
年
、
サ
イ
ク
ロ
ン
で
被
災

し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
飲
料
水
づ

く
り
の
救
援
依
頼
が
、
日
本
ポ
リ
グ
ル

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
会
長
の
小

田
兼
利
さ
ん
は
、
自
ら
水
質
浄
化
剤
を

携
え
て
現
地
へ
急
行
。

「
に
ご
っ
た
池
の
水
も
当
社
の
浄
化
剤

で
、
い
ろ
ん
な
汚
れ
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
農
薬
や
思
わ
ぬ
毒

物
が
混
じ
っ
た
水
は
危
険
。
し
っ
か
り

説
明
し
、
正
し
く
使
っ
て
飲
ん
で
も
ら

〝
ネ
バ
ネ
バ
〞の
力
で
飲
料
水
を

太
陽
の
恵
み
を
水
の
恵
み
に

日
本
ポ
リ
グ
ル
株
式
会
社

▼
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

▼
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社

● 

日
本
ポ
リ
グ
ル
株
式
会
社

CLICK!

● 

株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

● 

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社

CLICK!

「今後の拡大が楽しみ」と語る飯田さん
（右・日立ハイテク）と山際さん（ヤマハ
発動機）。

※1 MOP：Middle of the Pyramid、TOP：Top of the Pyramid
※2 『炎熱商人』：深田祐介・著（1982年、文藝春秋社）

太陽光発電システム（左）と、
浄化された水を持ち帰る人々。
事業が地域に根付いています。

実績が「国内の売り上げにもつな
がった」という小田さん。

一
刻
も
早
い
解
決
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
が
抱
え
る
社
会
課
題
。
日
本
企
業
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
、

難
題
の
壁
を
少
し
ず
つ
打
ち
壊
し
て
い
ま
す
。
今
、
進
行
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

進
行
中
！ 

日
本
発
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス

社
内
の
志
を
生
か
し
て

ぜ
ひ
早
い
ス
タ
ー
ト
を

人
々
が
本
当
に
喜
ぶ

や
り
が
い
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス

日本ブランド
にはとても期待
しています！
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先
進
国
や
途
上
国
の
富
裕
層
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
異
な
り
、
新
た
な
視

点
か
ら
の
事
業
プ
ラ
ン
が
必
要
と
な
る

B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
。「
現
地
で
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
問
題
の
解
決
が
望
ま
れ
て

い
る
の
か
？
」「
市
場
の
傾
向
は
？
」

「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど
う
や
っ
て
探
せ
ば

い
い
？
」
な
ど
な
ど
、
準
備
や
リ
サ
ー

チ
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
産
業
省
は
、
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス

の
普
及
を
目
指
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
先
進
事
例
の
調

査
な
ど
、
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
す
で
に
積
極
的

に
行
動
し
て
い
る
欧
米
諸
国
の
企
業
に

比
べ
て
、
日
本
で
浸
透
し
て
い
く
の
は
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
そ
こ
で
こ
の
分

野
の
関
心
を
高
め
、
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
に
、
2
0
1
0
年
内
の

「
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
（
仮
称
）」
設
立
を
進
め
て
い
ま

す
。そ

の
機
能
は
、
主
に
3
つ
。「
関
連
情

報
の
と
り
ま
と
め
、
紹
介
と
い
っ
た
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
」「
相
談
窓

口
」「
関
係
者
へ
の
情
報
発
信
」
で
す
。

官
民
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
で
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
B

 
O

 

P
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。

実現化を進めている
サポートの方向性 支

援
策 

こ
れ
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
！

「BOPビジネス推進プラットフォーム（仮称）」の
設立をはじめ、支援策を検討し、参入ハードルの
低下を目指します。

「
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
政
策
研
究
会
」
で
は
、
専
門
家
も

交
え
て
活
発
に
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
を
訪
れ
た
際

に
、
電
気
や
水
道
が
整
っ
て
い
な
い
農

村
で
も
、
多
く
の
人
々
が
太
陽
光
発
電

に
よ
っ
て
充
電
し
た
携
帯
電
話
を
使
い
、

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
途
上
国
の
生

活
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
識
が
急
激
に
変
化

し
て
い
る
今
、
日
本
の
技
術
に
集
ま
っ

て
い
る
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
安
価
で
優

れ
た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
れ
ば
、

課
題
の
解
決
と
共
に
、
現
地
の
人
た
ち

の
生
活
向
上
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
低
所
得
層
が

中
間
所
得
層
へ
と
成
長
し
て
い
け
ば
、

膨
大
な
規
模
を
も
つ
「
新
成
長
市
場
」

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
布
石
と
し
て
、
今
こ
そ
、
リ
ス

ク
を
認
識
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
な
ど
を
活
用
し
、
官
民
が
連
携
し
て

B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
べ
き
時

期
で
す
。
日
本
企
業
は
、
現
地
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
高
い
品
質
や
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
海
外
市
場
を

開
拓
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
強
み
を
、

十
分
に
発
揮
で
き
る
は
ず
で
す
。

こ
の
挑
戦
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
輩
出
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

の
本
質
は
「
人
づ
く
り
」
と
の
思
い
を

強
く
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
施
策
の
展
開
を
探

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
担
う「
人
づ
く
り
」を
！

貿
易
経
済
協
力
局
通
商
金
融
・
経
済
協
力
課
長
　
小
山 

智

小山課長（中央）をヘッドに、左から片岡調査員、
森下係員、岩井調査員、田丸係員、井上補佐、小
町補佐、熱い7名がBOPビジネスの施策を担当。

BOPビジネスに必要な
情報等の獲得支援

パートナーシップの構築支援

現地BOP層・関係者への
普及・啓発支援

資金・金融面の
課題の解決支援

技術開発の促進支援

途上国のビジネスインフラ
（ハード・ソフト）整備の推進

各種支援策の
有機的な連携の必要性

いよいよ
支援が実行に

うつされるんだね！

「
ぜ
ひ
、
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
！
」│
│
。

そ
ん
な
企
業
の
み
な
さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

担当者の声

アイデア実現の参考例を調べられる？Q

CLICK! ● 具体的なビジネスモデル形成支援（F/S調査）

ついて、調査結果を公開しています。

平成21年には、BOPビジネスに関心のある企業から提案を公募し、F/S調査
を実施しました。10社の取り組みの実現可能性、対象となる各国の特徴などに

A

途上国にはどんなニーズがあるの？Q

て、ビジネスモデルを提案しています。

インドネシア、バングラデシュ、インドにおいて、BOP層の潜在ニーズ調査を
実施。それぞれ「衛生・栄養」「健康・医療」「教育・職業訓練」の分野につい

A

CLICK! ● BOPビジネスの実態およびBOP層のニーズ・市場の調査

どんな支援があるの？ 今後は？Q

A
書がとりまとめられ、その成果を広く発信すると共に、現在の支援施策や今後
の具体的な施策のあり方が示されています。

「BOPビジネス政策研究会」では、BOPビジネスがもつ可能性や、企業が取り
組むにあたっての課題を探り、検討・論議が重ねられました。本年2月に報告

CLICK! ● BOPビジネス政策研究会

もっとBOPビジネスを知りたい！Q

A
て報告しました。今後もさらなる普及を目指し、継続を予定しています。

これまでの実績として、国内8都市での普及啓発セミナーをはじめ、フォーラ
ムや国際シンポジウムを開催し、欧米企業の動向や潜在ニーズ調査などについ

CLICK! ● BOPビジネスの概念の普及と意識の醸成

［ギモンにお答えします！ スタートQ&A］
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の
挟
み
込
み
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、

Ｊ
I
S
で
は
、
首
を
想
定
し
た
円
筒
状

の
模
型
を
一
定
の
力
で
す
き
間
の
上
か

ら
差
し
込
み
、
入
り
込
み
が
な
い
か
と

い
う
試
験
を
行
っ
て
、
首
が
挟
ま
れ
な

い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー

ク
製
品
は
、
こ
う
い
っ
た
試
験
に
合
格

し
た
事
故
に
つ
な
が
り
に
く
い
製
品
で

あ
る
た
め
、
現
在
、
介
護
用
品
の
レ
ン

タ
ル
業
者
や
利
用
者
な
ど
の
間
で
普
及

が
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
に
新
た
に
制
定
さ
れ

た
Ｊ
I
S 

T
9
2
0
8
「
ハ
ン
ド
ル

形
電
動
車
い
す
」
で
は
、
安
全
性
は
も

ち
ろ
ん
、
製
品
特
性
を
☆
数
で
表
示
す

る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
便

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

☆
マ
ー
ク
で
製
品
特
性
を
わ
か
り
や

す
く
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
に

と
な
る
Ｊ
I
S
マ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

福
祉
用
具
で
は
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
に
配
慮
し
た
製
品
で
あ
る
こ
と
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
付
記

し
た
「
目
的
付
記
型
Ｊ
I
S
マ
ー
ク
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

在
宅
用
電
動
介
護
用
ベ
ッ
ド
で
は
サ

イ
ド
レ
ー
ル
や
手
す
り
の
隙
間
へ
の
首

屋
内
で
利
用
し
た
い
方
は
「
回
転
性

能
」（
小
回
り
性
能
）
の
☆
の
数
が
多
い

製
品
を
選
択
す
る
等
、
Ｊ
I
S
マ
ー
ク

で
安
全
な
製
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

だ
け
で
な
く
、
☆
マ
ー
ク
の
表
示
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
形
態
に
応
じ

た
製
品
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

● 

Ｊ
I
S
マ
ー
ク
表
示
製
品
の
紹
介

CLICK!

手すり等の形状・寸法
の他、ベッドの耐久性
も保証しています。

JISマーク製品には、バリアフリー
新法対応の製品もあります。

Ｊ
I
S
マ
ー
ク
以
外
に
も
市
場
に
は

「
あ
る
特
定
の
基
準
」
に
基
づ
き
、
製
品

の
安
全
性
、
品
質
、
性
能
、
環
境
へ
の

影
響
等
を
表
し
て
い
る
様
々
な
マ
ー
ク

（「
製
品
マ
ー
ク
」）
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
、
民
間
の
マ
ー
ク
運
営

機
関
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
任
意
に
貼

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
品
マ
ー
ク
は
、

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
効

率
的
な
伝
達
手
段
で
あ
り
、
消
費
者
が

商
品
を
選
択
す
る
際
の
有
効
な
判
断
材

料
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
消
費
者
調

査
等
に
よ
る
と
、
そ
の
目
的
と
意
味
が

分
か
り
に
く
い
、
信
頼
出
来
な
い
と
い

っ
た
意
見
が
あ
り
、
市
場
で
十
分
に
活

用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で

す
。Ｊ

I
S
マ
ー
ク
が
信
頼
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
①
基
準
と
し
て
い
る
Ｊ
I
S

規
格
が
長
い
歴
史
を
経
て
信
頼
を
得
て

い
る
こ
と
、
②
製
品
が
規
格
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
認
証
機
関
が

国
に
よ
る
審
査
を
受
け
て
お
り
、
認
証

機
関
の
公
平
性
と
独
立
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
③
認
証
機
関
の
審
査
手

順
等
の
文
書
が
公
開
さ
れ
て
お
り
透
明

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
他
の
製
品
マ
ー

ク
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
製
品
マ
ー
ク
の
信
頼
性
を
構
築
す
る

た
め
に
必
要
な
指
標
」
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
製
品
を
評
価
す
る
機
関
が
第
三

者
と
し
て
適
格
で
あ
る
か
、
信
頼
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
公
正

性
、
独
立
性
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
、
と
い
っ
た
視
点
に
加
え
て
、

マ
ー
ク
の
意
味
や
目
的
、
発
行
機
関
な

ど
、
そ
の
マ
ー
ク
に
関
す
る
情
報
へ
消

費
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
を
考
慮

し
て
い
ま
す
。

他
の
製
品
マ
ー
ク
制
度
に
も
こ
の
指

標
に
基
づ
い
た
仕
組
み
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

【
安
全
な
製
品
を
選
ぶ
た
め
に
】

【
☆
マ
ー
ク
で
わ
か
り
や
す
く
】

事業基盤の安定性、第三者性、
認証業務の管理運営体制、
苦情・問い合わせへの対応

機関の信頼性を構築する1

基準の透明性及び公平性

認証基準の信頼性を構築する2

認証手順の透明性、申請手順の公平性、
評価手順の公平性、判定の公平性

認証手順の信頼性を構築する3

マーク及び証明書の使用方法の管理、
サーベイランスの実施

マーク管理の信頼性を構築する4

マークの基本情報の提示

適切なマーク表示や
情報発信を行う

5

製品マークの信頼性を
構築するための視点

製品マークの信頼性構築のために

Column
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